










目的:

　種々の疾患においてα-Fetoprotein(αF)の増加がみられるが,これは胎児性

の蛋白であり,先天性疾患と考えられている先天性胆道閉鎖(CBA)あるいは新生

児肝炎(NH)においても,疾病の発現に何らかの関連をもつことが考えうる。一

方,Tomasi らは,妊娠マウスの羊水中のαF が,免疫機能を統禦する役割りをも

つことを見出している。


